
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

四
月
の
公
園
整
備
は
六
日
（
日
）
で
す
。

花
壇
整
備
、、
清
掃
、
施
肥
、
潅
水
な
ど
の

作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

四
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
二
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
七
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
九
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 
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公園名物ハクモクレンが開花！ 

三
月
九
日
（
日
）
連
日
の
雨
と
寒
さ
が
一
服

し
た
の
か
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
に
暖
か
さ
が

訪
れ
、
十
三
名
の
会
員
参
加
に
よ
り
公
園
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
カ
ン
ツ
バ
キ
生

垣
前
の
花
壇
に
来
月
ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
植
栽
す

る
予
定
の
た
め
、
土
に
堆
肥
を
混
ぜ
、
周
囲
に

侵
入
防
止
を
兼
ね
た
柵
を
埋
め
込
み
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
愛
護
会
倉
庫
の
清
掃
、
砂
場

に
溜
ま
っ
た
落
ち
葉
の
収
集
、
花
壇
の
雑
草

取
り
、
公
園
外
周
に
あ
る
低
花
木
の
伐
採
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
期
最
後
の
活
動
で
し

た
が
、
来
期
も
会
員
の
皆
様
の
積
極
参
加
を

期
待
し
つ
つ
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。 

作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。 

久しぶりに暖かい朝となり！ 

久能の石垣いちご！ 

公
園
整
備
！ 

元気に咲いてます！ 

根切り作業は大変です！ 

『
苺
と
薔
薇
』 

 

久
能
の
海
岸
線
は
「
い
ち
ご
海
岸
通
り
」

と
も
い
わ
れ
、
こ
の
季
節
の
週
末
に
は
苺
狩

り
で
賑
わ
い
ま
す
。
か
つ
て
は
苺
と
練
乳
な

ど
が
セ
ッ
ト
で
し
た
。
今
は
そ
の
ま
ま
で
も

ず
い
ぶ
ん
甘
く
豊
富
な
味
わ
い
、
か
つ
大
粒

で
食
べ
心
地
満
点
で
す
。
妻
へ
の
ご
機
嫌
伺

い
に
は
、
か
つ
て
は
薔
薇
の
花
束
、
い
ま
は

苺
で
す
。
そ
の
苺
、
び
っ
く
り
薔
薇
の
仲
間

と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
果
肉
だ
と
思
っ
て

食
べ
て
い
る
の
は
花
托(

か
た
く)

と
云
う
花

び
ら
を
支
え
る
部
分
、
本
当
の
果
肉
は
そ
の

表
面
の
種
の
よ
う
な
黒
い
粒
々
と
の
こ
と
で

す
。
江
戸
時
代
ま
で
は
苺
と
い
え
ば
木
苺
を

指
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
り
ん
ご
・
梨
・
枇

杷
・
花
梨
な
ど
の
果
実
や
日
本
で
親
し
ま
れ

て
い
る
桜
・
梅
・
桃
な
ど
も
バ
ラ
科
。
恐
る

べ
き
は
薔
薇
で
し
ょ
う
か
。 

ば 

ら 


